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報告日は診断日と同日

診断した医師の情報を記入

※症状や診察所見等から結核を疑
い、病原体検査や画像検査等の結
果に基づき、結核と診断した場合
は、疑似症患者ではなく、「患者
(確定例）」として届出をする
※非結核性抗酸菌症との鑑別がつ
いていない場合も、患者（確定
例）で届出をする
※潜在性結核感染症の場合は、無
症状病原体保有者を選択
※結核でないことが判明した場合、
管轄保健所へ連絡する

患者情報を記入
住所と居住地が異なる場合、当該
者所在地に、居住地を記入
入院中の場合は、所在地に医療機
関住所を記入
別途、「結核患者入院（退院）届
出票」提出

患者が未成年の場合、
保護者の情報を記入

結核の種類を記入

結核に関する症状を記入

菌検査や画像検査等結果が判明し
ているもの（診断の根拠となるも
の）を記入
例）塗抹(-)PCR(+)⇒PCR(+)のみ

記入

※初診年月日は、結核を疑った際
の初診日
※診断日は、結核の届出基準を満
たすと診断した日
診断後、直ちに保健所へ連絡する
※感染したと推定される年月日の
記入が難しい場合、「不詳」と記
入

感染源、感染場所等を記入

入院勧告が必要と判断した理由と
なるものを記入
※感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律における結核患者の
入退院及び就業制限の取扱いについて
（平成19年9月7日健感発第0907001号
参照）
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